
(筑悩陰い草栽培）
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課題名
１機械移植による栽培法

いぐさ機械移植に適した育苗法
分類 Uり

難課 ６２～１年（完了）

１月的

機械移植に適する根茎及び茎が軟らかい苗質を得るための適正な育苗法を確立する。

Ⅱ試験方法

１試験場所農総試筑後分場内ほ場。

２育苗方式乾田揚床

３供試品種いそなみ

４供試移植機ヰセキＰＲ－４００型(乗用４条植）５移植機の植付方式

６試験区の構成

試験Ｉ育苗日数の検討（６２年）

１
２

３

区

(比較） １

試験Ⅱ、追肥､先刈りの検討（６３～1年）

区

１（比較）

２
３
４
５
６

苗分割植付方式

日数注）①比較は手植栽培用苗の育苗期間

１０
９５
８０

日②苗床の管理は県八月苗栽培基準に準ずる。

③本田植付１１月２６日

施肥量(N成分ｋｇ／lOa）

~蔦~耐一｢面面~i~｢蔀『

注）①比較は手植栽培用苗の育苗法②育苗日数９５日

１０．０

″
″

１５．０
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③追肥時期:追肥Ｉ（63年９／１７，１年9/20）追肥Ⅱ（63年１０/２９，１年10/30）

④本田植付月日：６３年（１１／２８）１年（１１／２７）

育苗期間

丑/龍
１１／２５

一
一
一

影2１
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施肥･先刈方法

標準施肥･先メ

〃・採苗前20日先刈り

〃・採苗前30日先刈り

追肥Ⅱ５０％増・先刈無

〃・採苗前２０日先刈り

〃、採苗前３０日先刈り
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〃

〃

６．０
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８．０

〃

〃

８．０
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Ⅲ主要成果の概要

機械移植苗（苗分割楠付方式）に適した根茎及び茎が飲らかい苗を育苗するためには、育苗日数は９５日程

度とし、１０月下旬の追肥は５０％増で採苗２０日前に先刈りを行うとよい。

ｌ機械移植苗は従来の手植苗育苗日数より１５日間短縮（育苗日数９５日）することにより、老熟茎が少な

く、茎が軟らかくなり、植付時の弱小株が減少して植付精度が向上する。

２育苗日数９５日では２回目の追肥を増肥し、先刈りを行うと根茎及ひく茎が軟らかくなり、機械移植に適す
る。

３根茎及び茎が軟らかい苗は植付時の弱小株が少なく、植付精度が高い。また、損傷茎や植付後の枯死株も

少なく、初期生育が良好である。
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Ⅳ主要成果の具伸酌データ

第１表採苗時の生育及び植付精度

試験区

Ｉ 170

158

145

本

植付精度（％）

正常株欠株弱小株．倒伏株

93.9１．６４．３0.2

95.3１．３３．３0.1

94.9１．３３．７０．１

注）①試験Ⅱは2年間の平均値②弱小株は1株茎数5本以下

第２表植付時の合せ株数、１株茎数及び損鰹茎数第３表植付後の枯死株及び揃醐生育

試験区

｜
Ｉ

－

－－－

Ⅱ

l株茎数及び部位別損傷茎数(本）

菱毒研要塞馬
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5‘６ 2.9
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5.31.1
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5.61.2

試験区
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Ⅱ

初期生育

茎長ｌ株茎数

本ｃｍ

３９４９

3９４９

尾一二二＝＝ニーーーー

7９９６

７７９６

７８９６

７９９７

７８９８

5．３０６３注）①枯死株調査Ｉ(2/15)､Ⅱ(2/１０）

’○’３１２．ｚ0.313.4015.60.5
注)合せ株:植付時にいくつかに分割された株が合わさった状態

②初期生育調査Ｉ(4/15）

Ⅱ(5/10）

採苗時の生育

茎長 l株茎数 苗質

ｌ（比較）
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老熟茎が多く、茎が非常に硬い

老熟茎が少なく、茎が軟らかい

全般的に若茎が多い。
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Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

１機械移植栽培基準の資料とする。

２機械移植は植付時に損傷茎が発生するため、苗床面積を手植栽培より１０％増とし、育苗株数を多くする。

Ⅵ今後の研究上の問題点

１育苗後半の水管理の改善及び採苗時の苗床の土壌水分と苗質の関係の検討。

２ 移植機の植付機構の違いと苗質の検討(苗を分割して植付ける場合と分割した苗を植付ける方式の違い)。J-

Ⅶ資料名

1年度福岡県農業総合試験場筑後分場いぐさに関する試験成績書


